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東嶸電子科技（恵州）有限公司東嶸電子科技（恵州）有限公司 （ＬＤＦ中国現法）（ＬＤＦ中国現法） サイトレポート情報サイトレポート情報

所在地 ： 中国広東省恵州市恵城区龍津水口鎮童福路

主要製品：各種照明用ｲﾝﾊﾞｰﾀ、家庭用各種照明器具、電球型蛍光灯用ｲﾝﾊﾞｰﾀなど

ＩＳＯ１４００１認証取得： ２００６年７月、最新更新年月：２０１０年６月
（ＩＳＯ認証番号： ００１０９Ｅ２１５１６Ｒ０Ｍ／４４００ ）

敷地面積： 9,000㎡ 建屋面積： 延10,300㎡ 緑化率： 20.0％

ごあいさつごあいさつ

２０１０年度の環境の主な取組み２０１０年度の環境の主な取組み

製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介製品・環境技術開発、環境配慮ポイントの紹介

環境コミュニケーションの紹介環境コミュニケーションの紹介

設立 ：２０００年０３月、従業員：２５０人（２０１１年３月現在）

ＴＷＤ

東嶸電子科技（恵州）有限公司

環境保全責任者
総経理 常谷 豊

当社、東嶸電子科技（恵州）有限公司は、中国大陸の東南に位置し、温暖で豊かな自然環
境の中にあり、観光名所に湖“西湖”や風光明媚な“羅浮山”が有り、天然温泉の“湯泉”、
東シナ海に望む“大亜湾”など、歴史の有る落ち着いた街、恵州市の中にあります。当工場
では鉛フリー半田装置の導入や先駆けたＲｏＨＳ対応、中国“電子信息産品汚染控制管理
弁法”対応など、この豊な自然環境を守り、生物多様性保護に努める為、より良い地球環
境の実現を目指した取り組みや製品作りを行なっています。

①ＩＳＯ１４００１環境マネジメントシステム
２００６年７月 認証取得、２０１１年４月 定期審査受審

②環境保全体制の管理
内部監査等による法令、条例の順守。定期開催の環境委員会によるＥＭＳ維持向上、環境保全施設の管理強化

③化学物質排出量の削減
化学物質の排出量を削減する取り組み

④ＣＯ２排出量の削減
設備改善（省エネ化）、環境改善活動等により削減を目指した取り組み

⑤廃棄物ゼロエミミッションの推進
廃棄物原単位発生量として、２０１１年目標を設定した取り組み

⑥環境調和型製品の開発
関係会社と連携した照明器具用インバータ電子回路、器具部品等の開発

⑦環境情報開示の推進、地域との強調
親会社と連動したＨＰ開設による環境保全取組みの情報開示、近隣企業の環境視察受入、地区環境会議への参加

ＣＯ２削減に貢献する、インバータやＬＥＤを搭載した照明器具

・内部コミュニケーション ：定期環境会議や環境関連資料・情報の開示
・地域との交流 ：近隣企業の環境視察受入

：環境保護局と連動した国家環境情報の入手・周知による環境啓発活動
・行政機関行事への参加 ：市環境保護局の環境会議への積極的な参加
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環境方針環境方針

総経理： 常谷豊

当社は、東芝照明デバイス・照明器具製造の中核を成す、（株）ＬＤＦの中国現法

として、理念とビジョンを共有し、温暖で豊な自然環境に有る中国恵州市において、

日本のお客様に喜んでご使用頂ける照明デバイス・照明器具の生産活動を行ってい

ます。当社は環境への取り組みを経営の重要課題のひとつとして位置付け、環境に

配慮した生産活動を推進し、深川地区や香港の水源となる、市中を流れる東江や西

枝江の水質保全・生物多様性保護に努めるとともに、当社の経営理念、経営方針お

よび、以下に定める環境方針に基づいて、地球や地域との共生を図ることで持続可

能な社会へ貢献します。

１．環境経営に関する法令や、当社が同意した業界などの指針および、当社の自主基準を遵守し

ます。

２．環境調和形製品提供のため、照明デバイスや照明器具の設計・製造に関して、省電力設計、

省資源設計、製品材料リサイクル性、環境に影響を及ぼす化学物質の排除を推進します。

３．当社が行う事業活動、製品においては、環境影響を評価し、環境目標および環境指標を設定

して環境保全活動を推進します。

４．生産段階においては、次の項目を重点課題として取り組みます。

１）地球温暖化防止のために、製造設備の運転管理と設備の改善を行い、省エネ活動推進と

ＣＯ２排出量低減を進めます。

２）廃棄物処理においては、３Ｒ（Reduce、Reuse、Recycle）を積極的に推進し、ゼロエミッ

ションの達成に向けた活動を進めます。

３）環境に影響を与える化学物質は、徹底した管理を行うとともに、代替えへの転換、削減、

回収を行います。

４）生産過程で使用する副資材・物品は、環境負荷の少ないものを積極的に採用します。

５．市環境保護局との連携、地域社会との環境コミニュケーション活動を通して、協調連帯を図

ります。

６．当社の環境活動を推進するため、取引先等に積極的に指導・支援を行います。

７．環境教育・訓練を計画的に実施し、従業員および工場内で働く全ての人達に環境方針を理解

させ、環境改善活動を推進します。

８．環境への取り組み状況を、環境サイトレポート等を通じて、社内外に積極的に公開します。

東嶸電子科技（恵州）有限公司 環境方針

２０１１年０４月０１日 改訂

総経理 常谷豊
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環境負荷データ環境負荷データ

エネルギー使用量（単位：ＫＬ） ＣＯ２排出量（単位：トンーＣＯ２）

水の使用量（単位：千ｍ３） 排水量（単位：千ｍ３）

廃棄物最終処分量と最終処分率（単位：トン、％）

主な廃物名：段ボール、プラスチック、金属製リード屑、生活ゴミ等

廃棄物総発生量（単位：トン）

化学物質削減対象物質の取扱量（トン） 化学物質削減対象物質の排出量（トン）

主な化学物質：ＰＲＴＲ（銀）、ＰＲＴＲ以外（イソプロピルアルコール）
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遵法管理状況遵法管理状況

＜排水測定結果＞ 生活排水 → 市下水道へ放流

＜大気測定結果＞ シャワー用簡易ボイラー （軽油使用） １台

＜環境事故・指導指摘・苦情の有無＞

状況

環境事故発生の有無 なし

工場周辺や地域での環境問題発生の有無 なし

行政からの指導・指摘の有無 なし

近隣住民からの苦情の有無 なし

規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 5.8～8.6（協定値） 6～8 7.26 年２回

ＢＯＤ（ｍｇ／㍑） 300 250 67.6 年２回

ＣＯＤ（ｍｇ／㍑） 500 400 269 年２回

ＳＳ（ｍｇ／㍑） 400 300 207 年２回

アンモニア性窒素
（ｍｇ／㍑）

なし 100 17.6 年２回

フッ素（ｍｇ／㍑） 対象外 対象外 対象外 対象外

法規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

ＮＯｘ（ppm） 200 200 67 年２回

ＳＯｘ（Nm3/ｈ） 250 250 4 年２回

ばいじん（mg/Nm3） 40 40 8.4 年２回

＜騒音・振動測定結果＞ 自主測定 騒音：（エアーコンプレッサー、窒素発生装置）

測定場所：時間 規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

騒音（ｄＢ）
敷地境界：昼 65dB 63dB 58.9dB 年２回

敷地境界：夜 55dB 53dB 49.3dB 年２回

振動（ｄＢ）
敷地境界：昼 なし なし ― ―

敷地境界：夜 なし なし ― ―

＜その他測定結果＞ （なし）

規制値 自主管理値 実測値 測定頻度

水素イオン濃度(pH) 対象外 対象外 対象外 対象外

ＢＯＤ（ｍｇ／ℓ） 対象外 対象外 対象外 対象外

ＳＳ（ｍｇ／ℓ） 対象外 対象外 対象外 対象外


